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論　　文　　の　　要　　旨

本論文はヨ序論IV章冒本論V章ラ要約及び資料1文献のそれぞれから成る。本論文の重要部分で

ある害序論と本論の要旨は次のとおりである。

　序　論

　1）亙章「統合教育の系譜と動向」では里類義用語の整理を通して統合教育の概念1形態1方法

を規定し纈併せて研究動向を健常児と障害児との関連害教師と障害児との関連に焦点をおいて概観

している。

　2）I亙章「統合教育を規定する枠組み（人的要因の分析）」では争人的規定要因分析の意義を発達

との関連から概観し。学校教育における人的環境に言及する一方で事日常の学校生活の関係枠であ

る各教科を媒介として蓼児童と教師が係わりをもつことに注目し雲これを人的規定要因として位置

づけている。

　3）I亙障「養護学校における統合教育の位置づけ」では、養護学校と普通学校と’の転入1転出状

況を資料によって概観しヨ養護学校において統合教育を検討する意義に言及している。

　4）玉V章「本研究の方法と目的」では望統合教育を規定する人的要因に着目した先行研究のうち事

態度雪交友関係の研究をとりあげ雪統合教育研究の方法論上の成果と課題を明らかにしラまた事各

教科を媒介とした人的係わりの分析に言及している。

　最後に上記の内容を受けて害次のように本論文の目的を掲げている。
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　目的1：障害児との接触経験が健常児や教師の統合教育に対する態度にどのような影響を及ぼす

かを明らかにする。

　目的2：健常児集団における運動障害児の交友関係をs㏄iometrictestを適用してラ集団内での杜

会的地位を明らかにする。

　目的3：普通学校から養護学校に転入する運動障害児が事養護学校生活を通して障害や学校に対

する態度をどのように変容させるかを検討する。

　目的4：もっとも身近で関心が高く事それゆえ学校生活への心理的適応をも規定する教科の学習

とその指導に着目しラ運動障害児が教科学習をどのように捉えているのか事そしてこれを支える教

師が教科指導をどのように感じとっているのかを検討する。

　本　論

　1）I章「健常児の運動障害児に対する態度」は里3研究で構成される。要約するとう小学校に

受け入れられている運動障害児は雪学習場面などで健常児集団内の杜会的地位が低くヨ心理的冒杜

会的に不安定な状態にあることラさらに健常児の運動障害児に対する態度構造が成人に近似し依然

negatiVeであることの知見を得たがラもう一方ではヨ運動障害児との接触経験が健常児の態度形成に

pos辻iveな影響を及ぼすとする知見からはヨ計画的で目的的な接触経験の機会を設定することの必

要性を示唆した。

　2）I亙章「教師の統合教育に対する態度」では事統合教育を規定する人的要因のうち教師と障害

児との接触経験に焦点をおいた3研究より成るがラ要約していえばヲ小学校冒申学校及び養護学校

の各教師相互間の比較ではヨ養護学校教師は普通学校教師に比べてヨ統合教育に関する知識度ラ関

心度ラ賛成度ヨ必要度の諸点において事また，小学校教師は申学校教師に比べてヨ統合教育に関す

る知識度事賛成度ラ必要度において、それぞれ有意に高かったことなどを明らかにした。また雪就

学前段階の保育者の統合保育に対する態度官さらに教師ヨ保育者の養成系学生の統合教育1保育に

対する態度を比較検討した結果も含めていえばヨ障害児との接触経験が教師や養成系学生をして統

合教育1保育に対する関心などを喚起することヨまたヲ就学前段階ヨ義務教育段階の保育者ラ教師

のいずれもヨ障害児の小学校普通学級への受け入れに当たって，知的能力（学カなど）やADLの自

立性などに基準を置いていることを明らかにした。さらに，障害児や統合教育。保育の理解を進め

るために大学教育のカリキュラム編成における位置づけの重要性をも示唆した。

　3）亙II章「運動障害児の障害に対する態度変容」ではヲ小学校に在籍する運動障害児が医療的二一

ドをもって肢体不自由児施設に入所し、同時に養護学校に転入する事例に注目し害養護学校在籍が

障害や学校に対する態度をどのように変容させるかを検討した。その結果ラ普通学校から転入した

直後は、障害児に対する態度構造が健常児に近似していた運動障害児がラ養護学校生活においてさ

まざまな状態像の児童と接触することでラ運動障害だけにとどまらずラ他の呈示概念個々を多くの

次元から分化して提えるようになったがヨそれは害養護学校に在籍したことで多様な状態像を有す

る児童の存在を理解し、積極的な態度の再構築がされたためヨと推察している。
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　4）亙V章「運動障害児の教科学習」ではヨ統合教育を規定する人的要因のうちヨ児童同士或いは

児童と教師が各教科を媒介として意図的蓼計画的に係わり合うことに注目し。小学校に在籍する運

動障害児が教科学習をどのように捉えているのかをヨその選択性の観点から明確にするとともに雪

運動障害児の教科学習を支え、各教科への選択性に影響を及ぼす教師の教科指導にっいても検討し

ている。その結果ヨ国語里算数の道具教科についてはラ小学校在籍の運動障害児とその教師も雪養

護学校在籍の運動障害児とその教師も重視するという共通した傾向がみられた。しかしラ作業1活

動型教科についてはヨ小学校の健常児や養護学校在籍の運動障害児は，好きな教科の上位に挙げて

いたがヨ小学校の運動障害児にはこの傾向が認められなかった。それはラ小学校の運動障害児の各

教科に対する選択性が健常児や養護学校の運動障害児と比較して個人問差異が顕著で判断の一致を

みなかったことにある。小学校教師は事養護学校教師に比べて雪障害の部位ではなくて運動障害そ

れ自体に注目する傾向があるので争作業1活動型教科の指導の困難を指摘することになる、と考察

された。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文においては争これまでの統合教育に係わる研究での知見を踏まえラこれを規定する人的要

因に着目し，それを副題としているがラそれは里人が自分自身についてもつ認知は雪その人と相互

交渉をもつ他者からの本人に対する認知が影響を与える、という考えに基づくものである。この考

えを統合教育が行われる普通児の学校1学級の教育場面でとらえるとヨ運動障害児にとって重要な

他者である人的規定要因とは。教師曲保育者でありヨ健常児である。こうした立場から雪本論文で

は健常児や教師1保育者の態度を検証したうえで雪学校教育のなカうでラより日常的な関係枠となる

各教科を媒介とした人的係わりと雪養護学校と普通学校との関連から統合教育を検討することが有

効でありヨ重要であることを明らかにした点は言高く評価できる。特に小学校に在籍する運動障害

児が、養護学校へ転入1移行する状況に注目した運動障害児の障害に対する態度変容の研究及び人

的規定要因を学校教育活動との関連で押さえようとした視点からの研究は、共にこれまでにない斬

新でヨ貴重なものとして高く評価される。

　よってヨ著者は博士（教育学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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